
 

 

 

第１８８０回例会（2007 年 7 月 3 日） 

点鐘            下津谷会長 

ロータリーソング  君が代、奉仕の理想 

四つのテストの唱和     中島会員 

会長・幹事交代式  

仁部直前会長、下津谷直前幹事より今年度の下

津谷会長、田中幹事にバッジが手渡されました。

一年間ご苦労様でした。 

 

結婚祝・誕生祝         本多会員 

今日から新年度が始まりましたが、今年度も

昨年に引き続き、結婚祝は武井さんのところの

美味しい合鴨にしました。誕生祝は一輪挿しを

用意しましたので、7 月誕生の下津谷会員と黒

岩会員にお渡し致します。 

 

 
Rotary Club of SUGITO 

 

 

 

 

 

 

杉戸ロータリークラブ週報 

2007～2008 年度 RI のテーマ 

ROTARY SHARES 
 

会長 下津谷忠男  幹事 田中昌夫  

 

会長挨拶           下津谷会長 

 

出席しないとご

損ですよ！と思わ

せる程、内容の濃

い卓話を毎回され

ていた仁部会長か

らバトンタッチを受けました。身の程知らずと

嘆いてみても後の祭り、皆さんの全面的協力を

頂き自分流でやるしかないと覚悟しています。 
さて皆さんも承知の通り我が杉戸クラブは今、

危機的な状況にあります。会員数 25 名『奉仕

を通して行なう自己啓発の場』(ロータリーへご

案内 P30)であるロータリー活動を難しくして

います。 
そこでまずは増強。40 周年を迎える 3 年後の

40 名を目指して今年度はすくなくとも 3 名の

純増としたい。 
2 つ目は会員相互の融和です。春日部との合併

問題に端を発し町長選に至るなかで数名の会員

が退会しました。会員一人ひとりが尊重され主

役のひとりであると感じられるようなクラブ運

営を心掛け、利害を離れた友情を育む場として、

一緒に楽しいクラブライフを構築しましょう。 
尚、今年度 R.I 会長ウイルキンソン氏はテー

マを『ロータリーは分かち合いの心』としまし

た。互いに思いやり助け合うことは退会防止の

最良のくすりです。 
田中幹事共々今年度よろしくお願い致します。 

例会日： 火曜日 12:30～13:30 例会場：埼玉りそな銀行杉戸支店 3F 
事務所： 杉戸町杉戸 2-12-26 埼玉りそな銀行杉戸支店内 

TEL 0480－34－1716 FAX 0480－34－1360 



 

 

理事会報告         田中エレクト 
① 7 月・8 月のプログラムは変更ありません。 
② 奉仕プロジェクトについては委員会で話し

合って内容を決めていく。 
③ 例会時の名前の立て札は自分で持って好き

な席に着き、帰りも自分で片付ける。 
④ ドア当番については例会案内のときに当番

の名前を知らせますので、都合が悪い時は、

責任をもって代わりの人にお願いをする。 
幹事報告            田中幹事 

 
① ロータリー財産部門セミナーのご案内 

日時  平成 19 年 7 月 28 日（土）13：20 
場所  ラフレさいたま ４Ｆ 欅 
登録料 13,000 円（１クラブ 2 名分） 

② 新世代部門セミナーのご案内 
日時  平成 19 年 8 月 11 日（土）13：00 
場所  ラフレさいたま ３Ｆ 桜ホール 
登録料 一人 5,000 円 

③ 第２０回インターアクト年次大会の開催 
日時  平成 19 年 8 月 26 日（日）9：30 
場所  さいたま市民会館 おおみや 
登録料 一人 3,000 円 

④ 2007～2008 年度新世代奉仕部門ライラ研

修生募集についての案内がきております。 
⑤ 第６グループ、ゴルフ大会開催について 

ゴルフ担当者を登録して下さいとのこと。 
委員会報告 
職業奉仕担当        中島会員 

先日役場で中学生の職場体験についての会議

がありまして参加して来ました。当クラブの会

員の方々も職場体験に協力しておりますが、出

来ましたら多くの方々に体験の場を提供してい

ただきたいと思います。ご協力お願いします。 
 

雑誌紹介            関口会員 
まず、横の５Ｐに今年度のＲＩ会長メッセー

ジが載っていますので紹介します。「自分が国

際ロータリー（ＲＩ）会長を務める年度のテー

マを選ぶと言うのは、ＲＩ会長となる人々の特

権です。それぞれの会長にとって、その奉仕の

年度に先立ち、自分がロータリーをどのように

とらえているかを簡潔に要約し、メッセージを

伝え、そして、世界中のロータリアンたちにや

る気をおこさせるテーマを見つけると言うのは、

やりがいのある仕事です。ビル・ボイド直前会

長は「率先しよう」を選びました。これは素晴

らしく適切なテーマでした。私達の地域社会が

必要としている「名士ではなくヒーロー」とし

て奉仕しようと言うタイムリーな呼びかけは、

私たち全員を奮い立たせました。私にとって

2007－08 年度のテーマ「ロータリーは分かち

あいの心」は、ごく自然な選択でした。私は常

日頃、ロータリーの真髄は分かちあいにあると

感じていたからです。毎日、それぞれのクラブ

でロータリアンたちは数え切れないほどの方法

で、他の人々と分かちあっています。私たちは

自分の時間を分かちあい、才能を分かちあい、

そして私たちの資産を分かちあっています。私

たちは、私たちのやさしさと愛を分かちあって

いるのです。ロータリーでの分かちあいとは、

あなた自身を、惜しげなく、ひとにとって役立

つことのために捧げると言う意味です。それは、

自分達の地域社会のニーズを見い出し、それら

の中から、私たちが最も効果的に応えることの

出来るものを決定するために時間を使うという

ことを意味します。それは、私たちが出会う機

会がないであろう人々と同様に、私たちの周り

にいる人々と、私たちのもっているものを分か

ちあるということを意味しています。」 
 
そして、横の

１９Ｐでは、さ

らにテーマにつ

い次のような詳

しい説明がして

あります。「2007―08 年度のテーマには二つの

意味があります。一つは、ロータリーは分かち

あうということ、もう一つは、私たち皆がロー



 

 

タリーを分かちあうということです。私がロー

タリアンになってから最初の 30 年間、ロータ

リーはたゆみのない発展を遂げました。しかし、

その間ただ一人として新会員を入会させたこと

のなかった私は、その発展に全く貢献していな

かったのです。ロータリーの加盟クラブの数が

減り始めたときに初めて、自分が心から大切に

思ってきた組織はもはや放っておいてはひとり

でに発展し続けることは出来ないのだと、突然

気づきました。自分が、そしてすべてのロータ

リアンが、新会員を連れてくる責務を分かちあ

わなければならないのだと、その時理解したの

です。そして私は初めてその責務を果たしまし

た。」と述べています。 
次に横の３２Ｐのガバナー紹介で第２７７０

地区の中村靖治ガバナーの記事が載っておりま

すので抜粋して読み上げます。「私がここまで

こられたのはロータリーのおかげです。今度は

私がロータリーにお返しをする番ですね。」との

言葉と共に、ロータリー歴２８年、クラブ会長

を２度、地区への活動も早くから積極的に参加。

「青天の霹靂」と本人は言っていますが、至極

当然のなりゆきだったのかもしれません。吉川

イブニングＲＣ創立時、「小さなクラブですか

ら」と笑いながら、奥様を事務局員として手を

携えて４年間、二人で例会場へ通う姿は今でも

忘れることは出来ません。結果としてクラブは

事務局を設けず、会員自ら食事の準備から事務

全般に至るまですべてを行い、創立会員の友情

で自前のロータリー会館をもち、例会終了後も

奥様たちを交えて時のたつのを忘れ歓談する風

景は、まさに彼が求めてやまない「ロータリー

家族」の集大成。・・・と藤田パストガバナーが

紹介の記事を書いております。 
縦の２５Ｐには「ロータリーの友」誌の表紙

写真の公募審査総評が載っていますが、当２７

７０地区の田中均さん（さいたま新都心ＲＣ）

と染谷英壽さん（春日部Ｒｃ）の写真が 2008
年４月号の表紙に掲載予定です。 

縦の２Ｐ～５Ｐには諏訪中央病院名誉院長の

鎌田實氏の講演要旨が載っております。「夫婦

の絆、心のふれあい」と言うタイトルで「夫婦

がいること、人と人のつながりがあることによ

って、お互いが救われているのかなと、思いま

す。それぞれの人生には、それぞれの長さがあ

ります。でも、長さではないのです。その人が、

その人の人生を全うできるか。そして、たいが

い全うした人たちは感謝します。「ありがとう」

が飛び交います。そして最後の人と人のつなが

りの一番の核は、夫婦です。」と言っています。 
そして、「一秒でも長く生きていてほしい」と

いうことで自分の両親の話をしています。「ぼ

くの父母は貧乏な夫婦でした。父はタクシーの

運転手で、母は心臓病で入院していました。父

は入院費を稼ぐために夜中まで働いて、お金を

貯め、心臓手術で有名な名医、東京女子医科大

学の榊原先生の手術を受けさせました。それで、

オフクロは一度元気になりましたが、ぼくがま

だ若かった頃オフクロは亡くなりました。その

時にオヤジと意見が分かれました。ぼくはオフ

クロが大好きでしたので、脳卒中で今で言う脳

死のような状態になった時に、ぼくはオフクロ

を人工呼吸器につなぎたくなかったのです。助

かる見込みはありませんでしたから。でも、オ

ヤジは違うんです。わなわなと手を震わせて「助

からないのはおれだってわかる。でも、一秒で

も長く生きていてほしいじゃないか」と言いま

した。これが、親子と夫婦の違いではない

か。・・・続きは是非本文を読んでみて下さい。 
出席報告            仁部会員 
出席免除 ２名  休会 １名 

月日 会員数 出席 欠席 MU 出席率

7/3 25 16 6 5 95% 

スマイル報告          仁部会員 
下津谷会長・田中幹事→本年度ご協力よろしく

お願いします。 
関口会員→いよいよ下津谷・田中年度始まりで

す。あまり急ぎすぎることなくやりましょう。

仁部直前会長ご苦労球でした。 
長岡会員→仁部会長・下津谷幹事さんご苦労様

でした。思うように出席出来ず恐縮です。下津

谷さん 2 回目会長頑張って下さい。 
以下同文→会員全員 
 
      本日投入額 ３４，０００円  


